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資料6

M6S l102 (M-2)
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図1 堅 大住居跡の姓穂状況

破期中葉V2

盗期後売V～

終宗期前半M■

終末期後半Mウ

古残時代輸期

床面まで温拒色とが雄積する
理穴住居跡

●

●
●
●
●
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図2 堅 六住居跡の分布状況 (松尾頭地区)
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平成 22年 度調査計画

谷部の実態解明調査(内容確ユ調査)
1ポーリング罰登
2ト レンテ調査 (H23実施)

塩喜域の実態解明調査 (重点調査)
1踏基

2地形別エ

3ト レンテ調査

平成22年度 妻 木晩日遺跡調査計画図
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